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招聘した．1935年光州に約 7万坪の敷地に工員約 2100名の全南工場を，続いて 1936年京城（現ソ
ウル）に 8万坪の敷地に工員約 3000名の永登浦工場を，また 1939年には総督府の強い意向に応じて
































































































































































































































































































（ 3）　上海市擋館所蔵資料 Q 192︲16︲384中国紡織建設公司上海第 19紡織廠の中の接収委員会による 1945年
12月の報告書（民国 34年 12月 4日作成）の添付資料「公大一廠内の建物設備明細」（P 75）
（ 4）　大阪朝日新聞富士倉庫資料「上海 F 012︲18政治」公大 POST CARD 28枚　COPY　公大紗廠（鐘紡
支店）
（ 5）　『紡績の経営と製品』井村薫雄，上海出版協会，PP 347．1926年．
（ 6）　「在支内外人経営工場ニ於ケル労働者待遇関係雑件」（外交史料館史料 3. 7. 2. 10）商第 299号「支那ニ
於ケル邦人経営ノ同盟罷工ニ関スル件（1925. 8. 19付） 
（ 7）　調査報告「中支に於ける邦人住宅事情」佐藤武夫，武基雄，建築学会集論文第 30号，1943年（昭和 18
年）9月，PP 182～188．
（ 8）　光州市史 PP 449～450．
（ 9）　『朝鮮と建築』1935年 4月号 PP 48．
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